
中等教育研究開発室年報 第 35 号（2022 年 3 月 31 日発行）別冊電子版 
2021 年度 授業実践事例 

英語科 中学校第 3 学年 

「 」を活用した言語活動

授業者 久松 功周 

（教育研究大会 公開授業）

広島大学附属中・高等学校

121



中学校 外国語科（英語） 学習指導案 

指導者 久松 功周 

日  時 令和 3 年 11 月 27 日（土） 第 1 限 9：30～10：20 
場  



本時の学習指導過程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

0. 表現の学習

1. 発表を通じた聞き手の

指導 

2. 即興でのやりとり及び

その振り返りを通じた学習 

3. 仮定法の学習

4. 学習した表現や非

言語的手段の活用 

1. English Song

2. Short Presentation

3. Free Conversation

4. 仮定法の学習

5. 対話のスクリプト作成

生徒が活用する表現や考え方や 

学習内容を自ら判断できるように 

具体的な指導言やあいまいな指 

導言を使い分ける。 

備考 

参考文献 

岡本真一郎. 2013. 『言語の社会心理学 伝えたいことは伝わるのか』.中公新書 

磨く 

疑問を持つ 

試行錯誤する 
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2021 年度 中 3 英語 Toi Story～はじまりの Que～ Short Presentation 評価シート 
〇以下の評価規準に従って，Short Presentation を評価してあげてください。 

発表者名（          ） 

話し方（声量，合図，アイコンタクト，表情，姿勢，スピードの工夫など） 

4 (話に引き込むような工夫が見られる) 

2 



2021 年度 中 3 英語 Toi Story～はじまりの Que～ 対話 振り返りシート 
方向性：「いい感じ」の雰囲気を創りつつ，有効発話語数を増やすには 

日時 自分が改善したいポイント 
(1 日 2 つまで) 

自分の反省 
( 「表現を知らなかった」 

以外を箇条書きで 2 点まで  ) 

次回工夫したいこと 
例）質問内容を具体的にする 

など 
月 日 ☆ 

☆ 

・ 

・ 

月 日 ☆ 

☆ 

・ 

・ 

月 日 ☆ 

☆ 

・ 

・ 

月 日 ☆ 

☆ 

・ 

・ 

月 日 ☆ 

☆ 

・ 

・ 
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日時 言えなかった表現 
ex) 
11 月 11 日 ・柿

・隣の客はよく柿食う客だ
persimmon 
The passenger sitting next to me often eats persimmons on the 
train. 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 
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実践上の留意点 

１ 授業説明 

・本授業は

①英語科におけるコミュニケーション能力育成のための指導として，対話における間や，言葉の省略

といった「言語化されていないもの」の活用を取り入れた実践を行うこと 

②教師が設定したねらいに向けて生徒を指導するのではなく，生徒自身が設定したねらいに向けて生

徒が自ら学習に取り組んでいく，「主体的に学習に取り組む態度」の育成を目指した実践を行うこと 

の 2 点に着目して実践を行った。1 点目については，社会心理学者の岡本(2013)が言及しているコミ

ュニケーションの道具的な側面と自己充足的な側面という整理に基づいた上で，後者となる交感的な

交わりを醸成するためのものとしてのコミュニケーションを実現する際に，「言語化しないこと」にも

役割があるということの理解をねらいとしたものである。2 点目については，主体的に学習に取り組

む態度を構成する，粘り強い取り組みを行おうとする側面と，自らの学習を調整しようとする側面の

うち，自らの学習を調整しようとする態度の育成をねらいとしたものである。 

２ 研究協議より 

質問者）今回の「言語化されていないもの」の活用を取り入れた実践を行った際の評価はどうするの

か。 

回答）「言語化されていないもの」なので，それが上手く使えているかどうかをペーパーテストなどを

通じて数値で測定することは理論上できないと考えている。一方で，評価の目的を「測定」ではなく

「学習への動機づけ」と考えれば，生徒同士のコメントシートや，発表をしている際に見える観衆の

表情や反応が一つの評価であり，それによって動機づけは出来ていると考えている。 

質問者）メタ言語の能力が高いと感じる。どのような指導が必要か。 

回答）指導される内容と現実場面とを結びつけるように指摘を行うことと，徐々に指示や発問の抽象

度を上げていくことが重要であると考えている。具体的には，生徒にグループワークなどをさせた際

に，指導内容として活用できることがあれば，その場で活用するように促している。また，指導の際

に「ジェスチャーやアイコンタクトを用いて発表しなさい」という指示を，習熟にしたがって「良い

感じで発表しなさい」というように，抽象度の高いものに変えていくということを心がけている。 

質問者）活動しやすい雰囲気で活動を行っていたと思う。どのようにすればよいのか 

回答）聞き手の指導が大切である。具体的には，話し手が「関心を向けられていると感じる」ような

聞き方をするように指導を行っている。また，ルールや条件といった制約がすくない活動を行う中で，

自主性を育成することが重要である。 
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